
42 ヨハネ 13 章 1-11 節 

1、 「内容観察」この個所を自分の言葉で表現してみましょう。どんなことが記されてありますか？ 

   

 

2、 1 節の御言葉を書き写してみましょう。 

 

 

 

・イエス様は「この世を去って父のみもとに行く、ご自分の時が来たことを知っておられた」とありますが、

これは何を意味していると思われますか？（3 節）をも参考にして自分の言葉で書き表してみましょう。 

 

 

・この時、イエス様はどのような心境だったことでしょう、そんな中、どうされたと記されてありますか？ 

（参照の別訳をも参考にして記してください） 

 

※これがキリストの愛です。アガベの愛です。神の愛です。私たちが分かっていてもなかなかでききれない

領域の事柄ではないでしょうか？しかしイエス様はそうされたのです。 

・この弟子たちとは愛しやすい（愛するに値する）人たちだったと思いますか？ 

 ヤコブ、ヨハネ（ルカ 9:54） 

 ペテロ（ルカ 22:31.32） 

 ユダ（2） 

※イエス様は全部わかっていながらも、そんな彼らを最後まで〈極みまで〉愛されたのです。 

3、 2 節の御言葉を書き写してみましょう。 

 

 

※イスカリオテのユダは、そのような心のまま、思いのままイエス様に足を洗っていただき、聖餐式も受けて

いたわけですね。言い換えれば、それらを受けていながらもイエス様を裏切れたわけです。自分は大丈夫

でしょうか？ 

次の御言葉を黙想してみましょう（イザヤ 59:1.2） 

4、（4 節から 18 節）の事柄はヨハネの福音書にだけ記されている事柄です。でもここにキリストという方がな

されたことがらが凝縮して示されているのです。（参考ピリピ 2:6-11） 

  ・「席を立ちあがって、上着を脱ぎ…」は、 

  ・「手拭いを取って腰にまとわれた」は、 

  ・「たらいに水を入れて弟子たちの足を洗い」は、 

  ・「手ぬぐいでふき始められた」は、 

5、ペテロの反応を見てどう思われますか？（6-9） 

 

 

※自分はどうでしょうか？ただ、覚えてほしいのは、イエス様はこんなペテロが大好きでした。 

6、今日の箇所の中で、神様（父、子、御霊）はどのようなお方だと分かりますか？またどのような教えられるこ

とがありましたか？ 


